
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

 

 

 

発行元： 
日向市立平岩小中学校 
（文責 校長･向江） 
令和５年２月３日 

平岩小中 
学校だより 

～地域とともにある平岩小中～ 

第 16 号 
さんりきいっしん 

◇◆平岩小中ホームページ◇◆ 

http://cms.miyazaki-c.ed.jp/1606/ から、 

学校だより等、学校の情報をご覧いただけます。 

平岩小中 

先日、10年に一度の寒波が襲い、市内でも-3.1℃
を観測し、久しぶりに雪が舞いました。そんな中、下敷き大の薄氷
を素手で持って登校する子や雪の中、サッカーをする子たちの姿を
あきれながらも感心して眺めていました。30 も若ければ私も、、、今
となっては、もはや「こたつで円くなる」しか無さそうです。（向江） 

○つ ○ぶ ○や ○き  

1(水)嘉麻市教委視察訪問 / 2(木)県立高校推薦入試（1/30 事前指導）【9 年】/ 6(月)～9(木)教育相談 / 

9(月)新入学保護者説明会 / 13(月)～15(水)第 4 回定期テスト (2/10～部活動停止)【中】、平岩地蔵尊大祭【地域】/ 16(木)学

校参観日【小】/ 16(木)学校保健委員会 / 21(火)学校参観日【中】(8 年:立志式) / 23(木) ㊗天皇誕生日 

２月の行事予定  

今日は「節分」、明日は「立春」です。暦の上では春で
すが、寒さが厳しく実感がわきませんが、「豆まき」や「恵
方巻」を食べたりして、邪気だけでも払い気持ちだけでも

は、「つらい時期を耐え抜けば、幸せな時期は必ず来る」
というたとえに使われており、私も好きな言葉です。 

ようやくコロナ感染の収束が見え始めたことから、先
日、政府は 5月 8日に「2類相当」から季節性インフルエ
ンザと同じ「5 類」に移行すると発表がありました。また、
それに先行し、大規模イベントの収容人数制限も撤廃さ
れました。 

この 3 年間は、勉強や部活動などが思いっきりできな
いつらい時期が続いていますが、ここを耐えしのげば、必
ず春が訪れ、9 年生は卒業し新たなステージに、1～8 年
生は進級し次のステップに進みます。ただし、油断は禁物
です。世界では日本で流行している「ＢＦ.５」とは異な

 

すっきり春を迎えたいものです。 
題字の「冬来たりなば 春遠からじ」

は故事成語のようですが、実はイギリス
の詩人シェリーの長詩「西風に寄せる
歌」の末尾にある一文の英訳です。今で

という言葉を聞いたこと
がありますか？ 

それが自信となり、自分なりに障がいとのつき
合い方を工夫し、夜間の大学に通い教員免許を

「こんなことで困っている、悩んでいる人いませんか？」 

る「ＢＱ.1.1」という変異株が流行しています。「だるさ」
や「息苦しさ」「咳」「味覚障害」等の後遺症に苦しんでい
る人も多いようですし、二度と制限される生活に戻らな
いためにも、私たちはこの 3年間の経験を生かして、「適
切なマスクの着脱」等により、「感染しない」「感染させ
ない」ことを実行していくことが大切だと考えています。 

学校では、5月 8日の「5類移行」をにらみながら、安
全・安心を第一にしながらも、行き過ぎた感染対策を徐々
に解除し、学びを止めることなく、生徒の心身の成長や
学力の向上に努めてまいります。 

9 年生（受験生）は、1 月からは高校入試に向け、学習
に加えて、面接や作文の練習にも取り組んでいますが、
コロナやインフルエンザに感染してしまっては、せっか

立春 「冬来たりなば 春遠からじ」 
If Winter comes,  
can Spring be far behind ? 

くの努力も報われなくなり
ます。感染しないように、最
大限の注意を払いましょう。 

9 年生に 1 日も早い春が訪
れ、桜が咲き誇るのを楽しみ
しています。全校で応援して
います。 

取り、教員になったということでした。 
そんな神山さんは、「努力ではどうにもな

らないことは誰にでもある。苦手なことに
目を向けられ、それを真正面から取り組ま
されるのは誰もがつらいこと。得意なこと

高校入試事前指導 茶道教室 6 年 

面接練習 9 年 

雪の舞う中、サッカーを楽しむ中学生 

知的能力、視覚、聴覚機能には問題がないのに、読み
書きが難しい障がいのことです。（少し古いですが、）ハ
リウッドスターのトムクルーズがディスレクシアである
ことを公表したことからメディアで取り上げられ、知名
度が高まりましたが、20 人に１人の割合で出現している
ことはまだ知られていません。もしかしたら自分や身近
な人が、その障がいであることさえ気づかずに、苦しみ
ながら過ごしているのかもしれません。 

数年前、ディスレクシアと上手につき合い、当時岐阜
県の特別支援学校にお勤めの神山忠さんの講演を聞く機
会がありました。どんなに頑張っても読めないことに苦
しんだ日々。責められ、いじめられ、そして非行に走る
ことになった少年時代の話には胸が痛みました。でも、
自衛隊入隊が転機となり、言葉中心ではない、実物操作
が中心の教育がぴったりとはまり、それまでの劣等生か
ら優秀隊員へと人生が変わったということです。そして、

「平岩小サッカースポ少」が、
標記大会の３位トーナメント
において「準優勝」に輝きまし
た。また、田尻陽音(5 年)さん
が「敢闘賞」、児玉遼太朗(5 年)
くんが「ベスト 11」に選ばれま
した。おめでとうございます！ 

を認めてもらい、それを伸ばしてもらえると自信にな
る。」と話しています。 

生活の中で読めない、書けない、計算ができない、イ
ライラする、忘れ物が多い・・・こんなことで悩んでい
る方、一度学校にご相談ください。障がいとのつき合い
方を工夫すれば、悩みや苦労も低減でき、より安心して

第 1 回Ｋａｓｓａｎ11Ｃｕｐ 

「ディスレクシア」 

学校生活が送れます。
子供の特性を理解し、
子供に寄り添った声か
けや対処法を一緒に考
えていきたいと思いま
す。 

 


